
ｏ
⊆
Υ
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準

自
撃
０
キ
ｑ
ユ
準
ｃ
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縁
図

耽
ツ
γ
じ

い
彰
ｑ
こ
哺
ユ
ｑ

Ψ
￥

■ヽ
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７
７
曇
Ｙ
脅
）

碑
⑦
コ

ヽ
■
０
投
幹
脅
）
Ψ

ユ
γ
早
暑

。二
準
０
鉢
ユ
レ

９
學
到
当
韓
Υ
哺
草
⊆
ｕ
７

翠
戯
猫
惟
勁
コ
聘
宗
●
奉

。
⊆
Ｔ
ｑ
準
０
い
軍
ユ
■
到

図
聯
口
み
Ｘ
Ｙ
ユ
和
こ
稼
写

コ
影
＋
Ｙ

一
Ｙ

一　
。ニ
ユ
Ｙ

Ｙ
卿
Ｘ
Ｙ

ｏ二
準
０
鉢
２
■

Ｔ
影
〕
Ｙ
Ｙ
エ
コ
爵
⑦
軍

一

「
専
専
利
耽
宗

ヽ
７
撃

。
⊆

Υ
ｑ
ユ
平
許
⑦
Ⅲ
黙
〓

ヽ
甲

Ｍ

マ
卿
副

⑦
Ⅲ
甲
井

利

⑦

シ
ツ
マ
Ｓ
瀦

）ヽ
二
準
い
日

マ
ツ
γ
三
マ
雖
耽
丁
ｕ
卑
６

コ
曇
摯
，
Ｔ
烈
翼
町

・
Ψ
画

ツ
準
□
烈
甲
ｕ
面
稼
冊
雅
マ

軍

利ヽ

「
早
干
」
多
准

ｏ
ニ

翠

哺
ヨ
マ
ン
童
７

暑
幸

コ

日
，
γ
日
７
７

ｃ
Ｃ
Ｎ
）
レ

タ
ヽ
ユ

ｃ
ロ
マ
ン
判
甕
２
■

）
寺
Ц

ｏ
⊆
Υ
ｑ
ユ
童
７
的

￥
ｑ
⑦
＞
鉢
ユ
γ
覇
》
＋
ｑ

Ｐ
７
Ψ

科ヽ
じ

馨ヽ
影
コ
音

ビ
■
準

。
⊆
Ｔ
■
準
♀
鉾
ユ

γ
馴
烈
量
Ｙ
ユ
■
師
縁
↓
ｇ

ヽ
ｑ
単
￥
稼
灘
馴
７
ｃ
ｕ
⊆

コ
コ
７
７
理

。
７
■
準
ツ
早

Ⅲ
聖
マ
ツ
⊆
０
型
ｑ
ユ
専

シ

ヽ
８
コ
フ
慟
⑦
２

）ヽ
７
Ｑ

準
哺
ュ
υ
マ
￥
疑
マ
ツ
酵
癖

菫
碑
ワ
ニ
型
コ
到
専
珈
烈
側

⑦
ル
Ｎ
酵
票

「ヽ
副
蜘
嬰

ｕ

７
８
）
９
）
ワ
留
Ψ
叫

ａヽ

留
ユ
国
墓
碑
利
宰
日

。二
軍

ａ
鉢
ユ
こ
￥
ｑ
熙
縁
者
Ｘ
⊆

ｕ
マ
ヤ
￥
９
Ｃ
署
Ｗ
コ
叫
樫

，
Ｔ
烈
墓
》
到
評
↓

ｑヽ
）

■

。
７
ｑ
準
γ
青
７
忌
箔
９

７
Ｙ
多
「
昇
勢
国
影
当
⑦
中

普
昇
利
早
ｑ
ワ
樫
⑦
魂
童
霧

当

丁ヽ
⑦
夕

。７
■
準
０
９

２
童
ａ
￥

⑦
単
５
￥
マ
軍
紺

Ｕヽ
Ｙ

ユヽ
早
灘
翼
母
中
Ψ
日

ヽ
コ
Υ
墓
￥
Ψ
日
単
７
ｑ
準

ｑ
下
影
「
日
Ｈ
日
８
ル
珈

副
　
妻
畔
　
晋
図

２
ｃ
γ
留
コ
腱
霧
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`J4宰
⑦角〉

「

7早9ヾ

署閣 議事日1 燿蟹Σヨξ肇ヨ「
暑II墓1夕疑□

1夕霧日L日∠当レ乙寧士□

善9第



。
γ
暑
準
ツ
膨
ｑ
）
⑦
ワ
γ
三

７
７
こ
留
ユ
喜
画
⑦
り
判
♀
百
♀
早

。
Ｃ
⊆
Υ
ｑ
ユ
哺
■
コ
ユ
⑦
ワ
ツ
コ

鉾
ｑ
翠
⑦
７
暑
鉾
稼
靭
畔
７
７
８
割

羅
ユ
ｑ
フ
ロ
量

６ヽ
コ
マ
箭
ρ
裂
⑦

葺
馴
利
「
裂
秘
去
⑦
γ
聯

７ヽ
準

。準
準
哺
ヨ
７
７
こ
留
２
ｃ

マ
Ｑ
⑦
￥
翼
箭
聘
７
薫
暮
●
７
６
専

ρ
要
マ
垂
薬

〕ヽ
二
準
ツ
０
日
７
７

ｃ
）
こ
り
冥
菫
ユ
剃
７
０
７
）
コ
童

珊
⊆
囀
ｑ
米
劫
靱
影
コ
烈
劉

こヽ
茉

劫
士
ユ
し

＞ヽ
７
９
墜
草
ｑ
辮
草

ｏ
７
ｑ
翠
ｕ
ユ
レ
忌
用
搬
ヽ
わ
臨
童

Ｉ
母
７
８
γ
轟
）
型
コ
車
雪
攣
９
Ｃ

￥
潮
⑦
聯
颯
靴
薫
）
二
興
馴

燃ヽ
早

齢
）
Ｅ
Ｋ
ロ
ー
２
Ｔ
⑦
制
畜
マ
ツ
）

准
到
離
甲
）
７
■
準
哺
翠
■
ユ

ｃ
コ

＞
７
６
９
Ｙ
２
畔
コ
ム
卑
晩

。ニ
ユ

⊆
２
マ

ｃ
Ｃ
百
〕
縫
寧

ツヽ
革
稼
裂

Ｙ
⑦
シ
ユ
具
縁
型
沼
マ
ツ
）
聯
９
滋

マ

「裂
日
妙
早
繋
Ｖ
」
「
こ
母
⑦
稚

ユヽ
⊆
２
７
●
２
■
童
形
）
丁
て
Ｙ

鵬

⊥ヽ
て
Ｙ
秘
⑦
回
コ
烈
師
瑠
薔

（章
含
Ｗ
￥
）

。マ
ｑ
準
♀
ユ

γ
Ｔ
マ

「
（
コ
Ｐ
ｑ
ｕ
）
や
丁
里
」

利

７
７
Ｙ
⑦
γ
町
縁
箭
里
滸

⑦
コ

マ
ツ
コ
α
野
２
ｃ
Ｔ
「
早
撃
Ｍ
副
到

学
二
留
０
陽
⊇

「
（
ｑ
●
９
γ
コ
）

里
脳
型
」
ワ
ツ
ｑ
聯
コ
童
Ｉ
割
摯
⑦

Ｈ
甲
＋
７
７
普
烈
コ
⑦
興
￥

割ヽ
宗

〕
二
準
υ
ｑ
ヨ
マ
童
⑦
り
判
Ｉ
￥

一
推
　
ギ
軍

早
郵
争
Ｔ
呈

。７
■

準
゛
Ｆ
コ
⊆
マ
）
０
９

。マ
ｑ
準
０

７
烈
聖
幕
鉾
マ
々
ワ
烈
彗
易
⑦
募
爾

。
マ
■
準
ａ
Ｙ
♀
配
ユ
叡
判
♀
腫
認

野

γヽ
コ
配
列
准
番
Ｗ
⑦

「
Ｔ
和
ｕ

ユ
こ
萩
６
Ｃ
ｃ
■
２
興
獅
９
８
）
レ

コ
」
コ

「
・
・
ク
・∠
―
イ
Ｉ
Ｅ
／
ルヽ

Ｅ
」
⑦
「渤
）
早
爾
」
７
こ
早
ｙ
＞
ユ

ｃ
ｍ
癖
γ
マ
易

。７
ｑ
翠
ｑ
潤
￥
稼

マ
コ
，
コ
マ
γ
９
♀
Ｔ
〕
０
〕
導
⑦

マ
Ｙ
シ
ツ
コ
Ｑ
彗

♀ヽ
ン
７
●
ユ
暑

早
百
卦
稼
去
嶽
コ
ツ
ｕ
ユ
ツ
早
９
＞

「
）
０
つ
劇
ツ
フ
ア
）
当
暑

ｏ
７
ｑ

翠
０
９
烈
票
丁
ユ
し
）
⑦
９
７

ｃ
導

■
ユ

ｃ
￥
）
７
７
ｍ

「落
目
」

「ル

Ｘ
」

「撃
り
」

「孵
」

。
マ
ｑ
導
■

●
要
百
鉾
烈
⊆
Ｔ
，
哺
ユ
υ
マ
稼
晏

爾
マ

ｃ
Ｏ
烈
り
隆

ヽ
ｕ
Ｏ
倉
鞠
ｑ
準

草
「
哺
互
鎌

コヽ
癖
璽
■
７
音
７
研

》
陽
秘
⑦
ツ
シ
ツ
タ

￥ヽ
醤

）ヽ
ニ

準
０
９
コ
ム
と
出
⑦
配
割
ヨ

。二
準

ツ
０
ロ
マ
陥
４
７
♀
ユ
ｃ
図
２
争
里

⑦
響
享
ユ
■
要
⊇
》
藁
⑦
Ｈ
マ
γ
酵

⑦
母
γ
⑦
図
町
ｑ
ソ
フ

。
７
■
準
Ｑ

潤
烈
⊆
Ｔ
⑦
影
＋
コ
ン
勤
⑦
ヽ
量
Ｙ

＞
里
コ
罹
享
γ
鋼
⑦
図
聯
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干

〕ヽ

７
■
２
マ
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⑦
Ｙ
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￥
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日
単
到
Ｔ

利
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⑦
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Ｑ
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＞
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準
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ユ
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図
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ユ
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ユ

ｃ
コ
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ユ
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甲
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ユ
η
騨
裂
９
）
当
留
型
コ
Ｗ

ｏ
コ
ｑ
烈
γ
コ

￥
彰
　
湘
一聯 ２
財
馨
フ
鷲
⑦
夏
軍



織
姫

の
会島

田
　
美
知
子

「
織
姫

の
会
」

の
紹
介

を

い
た
し
ま
す
。
現
在
、
会
員

１０
名
程
で
月
１
回
、
午
後

１

時

か
ら
３
時
ま
で
ま
ち
か
ど

図
書
館

で
行

っ
て
い
ま
す

。

各
自
使

い
古
し
た
布
を
裂

い

た
物
、
又
は
毛
糸
、
木
綿
布
、

麻
糸
等
を
使

い
、
縦
糸
を
張

り
横
糸
を
通
し
、
ト
ン
カ
ラ
リ

ン

と
織
機

を
使

っ
て
作
品
作
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
今
ま

で
会
員
が

作

っ
た
作
品
は
、
花
瓶
敷
、

コ
ー

ス
タ
ー
、

ベ
ス
ト
、

マ
フ
ラ
ー
、

バ

ッ
ク
、

の
れ
ん
等
自
分

で
作

り

た

い
作

品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

又
、
月
１
回
皆
さ
ん
と
お

会

い
し
、
お
話
で
き
る
事
も
楽

し

み
の

一
つ
で
す
。

「
来
月
は
○

日

ね
」

「
そ
れ
ま
で
に
出
来
上
が

る

か
し
ら
」
な
ど
と
、
次
回
の
織
姫

の
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
楽
し
く
出
来
る
の
も
塩

崎
か
ら
通

っ
て
く
だ
さ
る
安
田
輝

子
先
生

の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
織
姫

の
会
に
関
心

の
あ

る

方
は
ど

な
た
で
も
結
構

で
す
。
ト

ン
カ
ラ
リ
ン
と
織

っ
て
い
ま
す

の

で
ち

ょ

っ
と
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
宮
島
　
久
子

私
た
ち

「
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

」

は
現
在

Ｈ
名

で
毎
月
第
１
水
曜

日

に

「
ま
ち
か
ど
図
書
館
」
で
練

習

し
て
い
ま
す
。
宮
澤
先
生

の
親

切
、

丁
寧
な
指
導

の
も
と
、
演
歌
を
主

体
に
み

っ
ち
り
２
時
間
練
習
し
、

先
生
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
の
テ
ー
プ

が

渡
さ
れ
、
各
自
家
に
持
ち
帰
り
家

族

の
前
で
歌

っ
た
り
し
て
い
　

ま

す
。
練
習
だ
け
で
は

つ
ま
ら
な

い

の
で
、
生
萱
区
の

「
い
き
い
き

サ

ロ
ン
」
や
農
協

の
芸
能
発
表
会

な

ど

で
も
披
露

の
場
を
作

っ
て
い
た

だ

い
て
い
ま
す
。
歌
は
お
腹
か
ら

大
き
く
息
を
吸

っ
て
声
を
出
し
ま

す
。

「
健
康
で
明
る
く
毎
日
を
楽

し
く
」

を
モ

ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま

す
。

「
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
」
に
皆

お
や
き
の
会

島
田
　
武
久

平
成

１０
年
、
八
幡
原
で
の
コ
ン

ク
ー
ル

で
厳
し
い
審
査
を
経

て
、

準
優
勝

に
輝
い
た

「
お
や
き
」

に

魅
せ
ら
れ
、
是
非
こ
の
味
を
広
げ

た
い
と
、
島
田
美
知
子
さ
ん
に
指

導
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快

く

お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
お
や
き

作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
８
人

の

さ
ん
も
是
非
参
加
し
て
く
だ
　

さ

い
。
毎
月
、
第
１
水
曜
日
夜
７
時

３０
分
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
員
が
材
料
を
持
ち
寄

っ
た
り
、

ま
た
、
人
バ
費

で
購
入
す

る
な
ど
し
、

レ
シ
ピ
ど
お
り
指
導
を
受
け
、
懸

命
に
作

り
、
味
見
し
て
流
石
に
と

感
銘
し
、
以
来
公
民
館
行
事
、

い

き
い
き
サ

ロ
ン
な
ど
に
提
供
し
、

大
変
ご

好
評
を
い
た
だ

い
て
お

り

ま
す
。
今
年
は
福
島
か
ら
避
難

さ

れ

て
い
る
ご
夫
婦
を
招
待
し
、　
一

緒
に
お
や
き
づ
く
り
で
交
流
し
楽

し

み
ま

し
た
。

生
萱

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
会

島
田
　
と
み
江

５
月

に
丁
度
活
動
４
年
目
に

入

り
ま
し
た
。
毎
月
第
１

・
３
木

曜

日
午
後

１
時
か
ら
区
の
公
会
堂

で

踊

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
会
員

は

８
名
、

頭

（
？
）
と
体

の
軽

い
運

動

で
心

も
体
も
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き

ま
す
。
た
だ

い
ま
会
員
を
募
集

中

で
す
。
お
気
軽
に
声
を
か
け

て
く

だ
さ
い
。



就
任
に
あ
た

っ
て

区
長
　
相
澤
　
隆

平
成

２４
年
度
区
長
を
仰
せ

つ
か

り
既
に

３
ヶ
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

素
よ
り
浅
学
非
才
そ
の
器
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
引
き
受
け
し

た
か
ら
に
は
優
秀
な
る
先
輩
諸

区

長
各
位

に
負
け
ぬ
様
、
が
ん
ば

る

つ
も
り

で
あ
り
ま
す
。　
一
年
よ

ろ

し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
中

し
上
げ

ま
す
。

地
区
内

の
安
寧
と
秩
序
を
守

り

た
い
。

こ
れ
が
私

の
目
標

で
す

。

健
康

で
明
る
く
活
発
な
生
萱
区
、

絆
を
大

切
に
し
相
互
扶
助
と
隣

人

愛

で
老

人
を

一
人
に
さ
せ
な
い
生

萱
区
。

そ
ん
な
区
行
政
が

「
出
来

た
ら
良

い
な
」
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。幅

広

く
区
民
皆
様

の
ご
意
見
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
次

第

で
す
。

退
任
に
あ
た
り

前
区
長
　
久
保
　
悦
朗

任
期
中
は
区
役
員
、
常
会
長

の

方

々
、

そ
し
て
生
萱
区
民

の
皆
様

方
に
は
大
変
お
世
話
に
あ
い
な
り

ま
し
た
が
、
小
生
に
と
り
ま
し

て

は
大
き
な

一
年

で
も
あ
り
ま
　

し

た
。
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
無
事
終

わ
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事

は
、
偏
に
関
係
者
各
位
の
ご
配
意

の
賜
物
と
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。
折
角

の
ご
推
挙

を

い
た
だ

き
な
が
ら
満
足
な
事
も
出

来
ず
じ
ま
い
で
し
た
が
、
や
り
残

し
た
分
は
新
区
長
の
も
と
、
新

し

い
役
員
様
方
に
よ
ろ
し
く
お
願

い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
退
任
に
あ

た
り
皆
様
方
に
感
謝
致
す
と
　

共

に
、
本
年
度
も
昨
年
に
続

い
て
災

害

の
な

い
事
を
祈
念
致
し
ま
す
。

今
後
は
区
の

一
員
と
し
て
協
力

を
し

て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

編
集
後
記

「
生
萱
」
第
６
号
を
お
届
け

で

き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
編
集

に
あ
た

り
そ
れ
ぞ
れ

の
皆
様
か
ら

原
稿
、
資
料
、
写
真
等
を
お
寄

せ

い
た
だ

き
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
田
が
青
く
な
り
ま
す
と
今
年

の

豊
作
を
祈
願
し
て
縣
神
社

の

「
斎

田
祭
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

平
穏
無
事
な
２４
年
度
で
あ

っ
て

欲
し
い
と
念
願
す
る
次
第

で
す

。

平成 24年度 区役員及び各種団体役員
今年一年よろしくお願いします。

○区  長  相澤
○代理区長  相澤
○宮崎組長  宮島
○宮崎副組長 久保
○大門組長  野澤
○本生萱組長 宮島
○石原組長  越
○協議委員
・宮崎 1東

・宮崎 1西
。宮崎 1南

・宮崎 1北

・宮崎 2

・大門 3

・大門 4

・生萱 5・ 6

。生萱 5・ 6

・石原 7

・石原 8

隆

正秀

信雄

岩水

孝幸

繁美

昇

間間 金男
田中 良治
小林 弘二
長福 隆浩
相澤 卓
久保 義明
島田 隆男
久保 廣康
島田 寛
窪田 賢一
藤倉 重正

○各種団体

縣神社氏子総代主任

人権教育推進委員

公民館生萱分館長

雨宮育成会副会長

防犯雨宮支会会長

社協雨宮副支部長

安協雨宮副分会長

屋代沖ほ場支部長

生萱を知る会会長

神楽保存会会長

民生児童委員

民生児童委員

主任児童委員

東小PTA支 部長
屋代中学 PTA
消防団第二分団班長

自衛消防団長

日赤奉仕団団長

農業委員

屋代公民館副館長

田中 次郎
野澤 國義
島田 古重郎
島田 徳一
間間 金男
鴇澤 忠夫
中島 信行
島田 信吉
久保 知大
島田 袈裟二
相澤 美恵
高野 敬道
島田 幸子
中島 勇登
松澤 洋一
相澤 信秀
久保 今朝幸
久保 裕美子
島田 保彦
西村 弘一


